
　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対
し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
新
た
な
全
国
運
動
の
呼
び
か
け

 
（
１
）

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
か
ら
24
年
、
国
鉄
闘
争
が
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
国
鉄
１
０
４
７
名
問
題
に
つ
い
て
、
与
党
３
党
・
公
明
党
と
政
府
の
間
で
「
政
治
決
着
」
の
合
意
が
成
立
し
、
同
12
日
、
国
労
本
部
な
ど
４
者

４
団
体
代
表
が
連
名
で
受
け
入
れ
を
表
明
し
ま
し
た
。
戦
後
最
大
の
労
働
争
議
と
い
わ
れ
る
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
が
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

｢

和
解｣

の
動
き
は
、
昨
年
、
４
者
４
団
体
が
民
主
党
に
白
紙
委
任
し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
０
４
７
名
の
怒
り
や
要
求
と
は
無
関
係
に
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
「
国
鉄
改
革
は
国
民
に
対
し
て
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
国
鉄
改
革
の
完
遂
に
全
力
を
挙
げ
る
」
と
の
談
話
を
発
表
し

て
い
る
と
お
り
、国
家
的
不
当
労
働
行
為
へ
の
謝
罪
も
、解
雇
撤
回
も
な
く
、い
く
ば
く
か
の
金
銭
と
引
き
替
え
に
国
鉄
分
割
・
民
営
化
を
正
当
化
す
る
も
の
で
す
。

し
か
も
、
合
意
文
書
に
は
「
動
労
千
葉
を
除
く
」
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
動
労
千
葉
が
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
反
対

を
掲
げ
闘
い
続
け
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

動
労
千
葉
は
、「
１
０
４
７
名
の
人
生
を
か
け
た
闘
い
が
踏
み
に
じ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
23
年
間
の
闘
い
は
な
ん
の
た
め
だ
っ
た
の
か
。
国
鉄
分
割
・
民

営
化
と
の
闘
い
は
何
ひ
と
つ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
動
労
千
葉
と
動
労
千
葉
争
議
団
９
名
に
と
っ
て
す
べ
て
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
国
鉄
闘
争
の
火
を
消
し
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
闘
い
の
勝
利
の
中
に
労
働
者
と
労
働
組
合
の
未
来
が
か
か
っ
て
い
る
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
労
働
者
の
権
利
回
復
と
労
働
運
動
の
発
展
を
願
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
国
鉄
闘
争
に
心
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
鉄
分
割
・

民
営
化
反
対
闘
争
が
こ
の
よ
う
な
形
で
幕
を
下
ろ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
危
惧
し
、
動
労
千
葉
の
呼
び
か
け
に
こ
た
え
て
声
を
あ
げ
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。

 

（
２
）

　
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
を
掲
げ
て
登
場
し
た
中
曽
根
首
相
（
当
時
）
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
つ
い
て
「
行
革
で
お
座
敷
を
綺
麗
に
し
て
立
派
な
憲
法
を

安
置
す
る
。
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
コ
ー
ス
だ
」「
国
労
を
つ
ぶ
し
、
総
評
・
社
会
党
を
解
体
す
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
や
っ
た
」
と
公
言
し
て
い
ま
す
。
激

し
い
組
合
破
壊
攻
撃
が
吹
き
荒
れ
、
１
９
８
１
年
当
時
24
万
人
を
組
織
し
て
い
た
国
労
は
、
民
営
化
ま
で
の
６
年
間
の
う
ち
に
４
万
人
に
切
り
崩
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
20
万
人
の
国
鉄
労
働
者
が
職
場
を
追
わ
れ
、
２
０
０
人
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
す
。

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
は
戦
後
最
大
の
労
働
運
動
解
体
攻
撃
で
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
か
ら
今
日
に
至
る
民
営
化
・
規
制
緩
和
の
大
き
な
流
れ
が
始
ま

り
、
１
千
万
人
を
こ
す
労
働
者
が
非
正
規
雇
用
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
に
突
き
落
と
さ
れ
ま
し
た
。
市
場
原
理
・
競
争
原
理
に
す
べ
て
を
委
ね
る
こ
と
を
最
善
の

道
と
し
た
新
自
由
主
義
政
策
は
、
必
然
的
に
激
し
い
労
組
破
壊
攻
撃
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
最
も
典
型
的
で
暴
力
的
な
姿
が
国
鉄
分
割
・
民
営
化
だ
っ

た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
攻
撃
に
、
30
年
近
く
に
わ
た
り
頑
強
に
抵
抗
し
続
け
た
国
鉄
労
働
者
の
闘
い
は
、
日
本
は
も
と
よ
り
国
際
的
に
も
希
有
の
存
在
で
あ
り
、
新
自
由

主
義
の
攻
撃
に
対
抗
し
、
労
働
運
動
を
再
建
す
る
大
き
な
力
を
形
成
す
る
も
の
で
し
た
。
特
に
、
こ
の
攻
撃
に
ス
ト
ラ
イ
キ
で
立
ち
向
か
い
、
団
結
を
守
り
ぬ

く
動
労
千
葉
の
闘
い
は
注
目
に
値
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
１
０
４
７
名
闘
争
を
中
心
に
全
国
各
地
に
無
数
の
地
域
共
闘
が
生
ま
れ
、
闘
い
の
火
を
燃
や
し
続

け
て
き
た
こ
と
は
、
日
本
の
労
働
運
動
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
し
た
。
さ
ら
に
大
規
模
な
民
営
化
攻
撃
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、｢

国
鉄
改
革｣

が

正
当
化
さ
れ
、
そ
れ
に
反
対
す
る
闘
い
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
道
州
制―

３
６
０
万
人
首
切
り
・
選
別
再
雇
用
の
攻
撃
な
ど
、
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

 

（
３
）

　

国
鉄
分
割
・
民
営
化
攻
撃
と
の
闘
い
は
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
Ｊ
Ｒ
の
職
場
で
は
、
鉄
道
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
を
外
注
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
百
の

子
会
社
・
孫
会
社
に
分
割
し
、
労
働
者
を
強
制
出
向
や
転
籍
に
か
り
た
て
る
究
極
の
合
理
化
攻
撃
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
続
け
れ
ば
、
第
二

の
尼
崎
事
故
に
行
き
着
く
こ
と
は
不
可
避
で
す
。
動
労
千
葉
は
こ
う
し
た
現
実
に
対
し
、「
反
合
・
運
転
保
安
闘
争
と
、
１
９
６
２
年
の
三
河
島
事
故
、
63
年
の

鶴
見
事
故
以
来
の
国
鉄
労
働
運
動
の
総
括
を
か
け
た
数
年
が
か
り
の
大
闘
争
に
入
る
。
こ
れ
は
新
た
な
分
割
・
民
営
化
反
対
闘
争
だ
」
と
の
闘
争
宣
言
を
発
し

て
闘
い
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
以
上
の
趣
旨
か
ら
「
国
鉄
闘
争
の
火
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
訴
え
る
動
労
千
葉
の
「
４
・
９
声
明
」
に
応
え
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
反
対

し
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
新
た
な
全
国
運
動
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。 

２
０
１
０
年
４
月
30
日　

伊
藤　

晃
（
日
本
近
代
史
研
究
者
） 

 
 

 

入
江
史
郎
（
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ヴ
ァ
キ
ュ
ー
ム
石
油
自
主
労
働
組
合
委
員
長
）

宇
都
宮
理
（
愛
媛
県
職
員
労
働
組
合
委
員
長
） 
 

 

大
野
義
文
（
元
安
芸
労
働
基
準
監
督
署
長
）

大
和
田
幸
治
（
全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同
事
務
局
長
） 

北
原
鉱
治
（
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
事
務
局
長
）

金　

元
重
（
韓
国
労
働
運
動
史
研
究
家
） 
 

 
 

高　

英
男
（
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部
副
委
員
長
）

鈴
木
達
夫
（
弁
護
士
・
法
政
大
学
弾
圧
裁
判
弁
護
団
長
） 

 

高
山
俊
吉
（
弁
護
士
・
憲
法
と
人
権
の
日
弁
連
を
め
ざ
す
会
代
表
）

手
嶋
浩
一
（
元
国
労
九
州
本
部
書
記
長
） 

 
 

 

中
江
昌
夫
（
元
国
鉄
動
力
車
労
組
副
委
員
長
）

西
田　

節
（
元
総
評
オ
ル
グ
・
東
部
一
般
統
一
労
働
組
合
委
員
長
） 

花
輪
不
二
男
（
世
田
谷
地
区
労
働
組
合
協
議
会
顧
問
）

葉
山
岳
夫
（
弁
護
士
・
動
労
千
葉
顧
問
弁
護
団
長
）  

 

山
本
弘
行
（
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
事
務
局
長
）

矢
山
有
作
（
元
衆
議
院
議
員
） 

 
 

 
 

ジ
ャ
ッ
ク
・
ヘ
イ
マ
ン
（
国
際
港
湾
倉
庫
労
働
組
合
ロ
ー
カ
ル
10
執
行
委
員
）

韓
国
・
民
主
労
総
傘
下
の
主
要
な
連
盟
、
労
組
の
代
表
32
人 

 

全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区
生
コ
ン
支
部


